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本日、大阪第二運輸所分会書記長であった下茂春美さん、新幹線関西地本組織部長

の西三喜夫さんは、強制出向の無効とそれによって受けた損害を求めて、ＪＲ東海を

相手取り大阪地裁に提訴しました。

ＪＲ東海では会社による本人の同意のない出向がまかり通り、声を出せない社員が

たくさんいます。事前に聞いていた労働条件が違ったり、労基法に違反した労働条件

であったり、また、労働に見合わない不当な賃金や少ない休日の中でもがき苦労して

いる労働者がたくさんいます。

会社は、ＪＲ東海労組合員を職場から追い出すために、「５４歳原則出向」の条文

を盾にして出向を強制しています。下茂さん、西さんは一貫して出向に反対する意思

表示をしてきました。

就業規則２８条の２にある「５４歳原則出向」は、過去、退職年齢が５５歳から６

０歳になる時、社員の雇用の場の確保を主な理由にして設けられた条文です。現在、

６０歳定年となってから３０年が経過し、定年がさらに６５歳へと延長されつつあり、

「５４歳原則出向」は現状に当てはまらない内容となってます。

また、新幹線乗務員に対する出向はこの間２０年間も行われてこなかったにも関わ

らず、コロナ禍を口実にして「５４歳原則出向」を悪用する理由は、ＪＲ東海労組合

員が多く含まれる社員を職場から放逐することが会社の狙いです。

【裏面へ続く】



会社は、９月に一度、下茂さんと西さんを含む４名の組合員に打診した出向の通知

を取り消しました。労基法に違反する出向先会社の労働条件の問題を私たち東海労が

暴露し抗議したためでした。しかし、舌の根が乾かぬうちに今回の強制出向を命じた

のです。会社は、職場での組合活動を否定するために今回の出向を強行・強制してい

るのです。労働者を紙切れ一枚で自由にできると勘違いしている会社に対して、裁判

を通じて私たちはその不当性を訴えていきます。２名の原告と共に全国の仲間と共に

闘っていきます。

強制出向裁判訴状の「請求の趣旨」

１ 原告下茂春美が、訴外株式会社関西新幹線サービックで勤務する雇用契約

上の義務がないことを確認する。

２ 原告西三喜夫が、訴外株式会社エムティで勤務する雇用契約上の義務がな

いことを確認する。

３ 被告は、原告下茂春美に対し、金４１０００円及びこれに対する２０２１

年１２月２６日から支払い済みまで年３分の割合による金員を支払え。

４ 被告は、原告下茂春美に対し、２０２２年１月から本判決確定の日に至る

まで、以降毎月２５日限り、金４１０００円の金員およびこれらに対する各

支払日の翌日から支払済みまで年３分の割合による金員を支払え。

５ 被告は、原告西三喜夫に対し、２０２２年１月から本判決確定の日に至る

まで、以降毎月２５日限り、金４１０００円の金員およびこれらに対する各

支払日の翌日から支払済みまで年３分の割合による金員を支払え。

６ 訴訟費用は被告の負担とする。

との判決並びに第３項ないし第５項につき仮執行の宣言を求める。


